
















要約:コホート研究にはセンサス、出生届、学校記録、疾病登録、死亡記録などの既存のデ

ー夕のレコード・リンケージによるデータバンク方式がある。これはコホートの維持労力

が少ない割には大規模コホートの設定が可能である。出生時コホートの設定は規摸が大き

くなればなるほどコホートの維持は困難であり、経費も大きくなる。脱落によるバイアス

も大きい。学童期コホートはコホートの設定が容易なこと、コホートの維持が簡単なこと、

学校記録の資料が入手可能なことなどの利点が多い。 


